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Ⅰ 全体的な分析・確認結果（法人の自己分析と市の確認結果） 

１ 年度計画に掲げる目標指標に関する目標を達成するための取組 

 

〈法人の自己分析〉 

第１四半期は、新型コロナウイルス感染症に対する病院としての使命を果たしながら、目標と向き合う非常に厳しい環境下での病院運営

となった。３月より健診センターの新規予約を停止、４月初旬より耳鼻咽喉科、歯科口腔外科、消化器内視鏡検査での診療制限を行った。

４月中旬にはＥＲが新型コロナウイルス感染症対応中心となり、下旬の感染拡大期には入院制限や手術制限を行いながら、来院者トリアー

ジを行うなど院内感染の防止も徹底した。また、新型コロナウイルス感染症病床確保のため、３月より継続してＩＣＵでは新型コロナウイ

ルス感染症受入体制を維持し、４月には緩和ケア病棟２０床、８Ｂ病棟５０床を休床した。これら新型コロナウイルス感染症対応による診

療体制の縮小と、受診控えによる減収の影響は大きく、感染が小康状態となった５月下旬よりＥＲ受け入れ患者の緩和と６月から健診セン

ターを再稼働させたが四半期目標の達成には至らなかった。 

年度目標達成に向けての今後の取り組みとして、入院患者数の減少が最大の減収要因となっていることから、新型コロナウイルス感染症

の影響を軽減するための感染症外来の設置検討と入退院センターの強化準備を行い、救急医療提供体制維持による重症患者の受け入れと病

床利用効率の改善し、入院及び外来収益を確保する。さらに、救急・ＩＣＵの体制強化と看護職員夜間１６：１体制加算取得について院内

各部署との調整を進め、年度内での増収を図る。 

 

〈市の確認結果〉 

■第１四半期の総評として年度計画の達成状況は、新型コロナウイルス感

染症の影響で判断できないが、年度計画に掲げる多くの指標において第１

四半期の目標値を下回っている。 

■新型コロナウイルス感染症の対応では、公立病院としての役割を積極的

に担い、職員一丸となって医療提供に取り組んでいることを評価する。 

■収益が減少した要因は丁寧に分析すること。新型コロナウイルス感染症

対応による減収分、一般的に言われる受診控えによる減収分、それ以外の

要因からの減収分がそれぞれ区分できるようにすること。 

■今後は新型コロナウイルス感染症への適切な対応に加え、少しでも収支

が改善するよう地道な取り組みを進めること。 

 

 

２ 事業年度における四半期ごとの財務情報等に関する目標を達成するための取組 

 

〈法人の自己分析〉 

財務情報の目標達成に向けて、第１四半期は前年同期比および計画比で非常に厳しい状況となっている。新型コロナウイルス感染症によ

る影響で医業収益は大幅に減少し、前年同期比で２０％以上の減収となっている。医業費用の経費もそれに伴い低下し目標達成はしたもの

の営業損益としては悪化しており、非常に厳しい状況となっている。 

資金面では、第１四半期末での現預金保有状況としては１，４１５百万円で、今後の運営費負担金の入金を踏まえた年度末資金残高は３

３９百万円となる見込みである。同感染症による収入の減少の資金繰りへの影響を最小限に留めるため、国等からの交付金等を最大限に利

用し、設備および組織体制を整備する。 

 

〈市の確認結果〉 

■財務情報等に関する目標達成状況は、新型コロナウイルス感染症の影響

で判断できないが、年度目標に対して、損益ベースでは、前年同期比で下

振れしており、計画比では乖離している。 

■また、法人の自己分析にあるように医業収益が大幅に減少しているもの

の、医業費用の減少幅が少ないことも財務状況の悪化に影響したと考え

る。 

■資金の見通しも厳しいものと想定されるが、コロナ禍であってもできる

取組を見つけて資金繰りへの影響を最小限に留める努力をすること。 

 

Ⅱ 項目別での分析・確認結果（法人の自己分析と市の確認結果） 

１ 年度計画に掲げる目標指標に関する自己分析・確認結果まとめ（目標指標の実績及び達成状況は次ページの「令和２年度の第１四半期業務実績に関する小項目評価における指標一覧」を参照） 

 

〈法人の自己分析〉 

第１四半期は、目標達成した指標が４項目のみであった。化学療法件数については新型コロナ感染症の影響で４月５月と減少したものの

目標を達成した。紹介率及び逆紹介率についてはこれまでと同様に高い水準を維持し目標を達成しているが、ともに一般患者受け入れが減

少したことによる上昇分も含まれている。その他項目においては目標未達となっており、同感染症による通常救急患者受け入れの停止、感

染症病床の確保による入院体制の縮小、受診控えが発生したことで入院および外来患者数が前年同期比２８％減少となっており、影響が大

きく、各指標達成が非常に困難なものとなった。また、受診控えによる外来患者の減少は、感染症の影響が少なかった化学療法件数と連動

して外来診療単価を上昇させる結果となった。 

これら感染症による影響を軽減するため、通常救急診療体制を維持するための感染症外来の設置検討を行うとともに、病床利用効率改善

のための入退院センターの強化準備を行った。 

 

〈市の確認結果〉 

■目標を達成した指標が４つであり、過去最も少ない達成状況となってい

る。 

■目標を達成した指標の４つのうち２つの項目で前年同期比プラスとな

ってはいるが、法人の自己評価にあるとおり、受診控えによる外来患者の

減少が、感染症の影響が少なかった化学療法件数と連動して外来診療単価

を押し上げたものである。 

■今後も新型コロナウイルス感染症による影響を受けやすい環境下にあ

ることから、院内感染が発生しないように十分な体制を構築すること。 
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目 分析・検証する小項目及び目標指標 
Ｈ29 

実績 

Ｈ30 

実績 

Ｒ01 

実績 

Ｒ01 

（4-6 月） 

実績 

Ｒ02 目標 

Ｒ02 見込 

（4-6 月）

［Ａ］ 

Ｒ02 実績 

（4-6 月）

［Ｂ］ 

計画増減 

［Ｂ-Ａ］ 
 

達成状況 

[Ｂ/Ａ] 

達成 

☆ 

備 考 
「※」は、見込みは目標の

1/4（小数点以下があると

きは切捨て） 

 

 第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向

上に関する目標を達成するためとるべき措置 

            

  １ 市民病院としての役割             

   ⑴ ５疾病に対する医療の提供             

1    がん手術件数 603 件 629 件 563 件 149 件 650 件 162 件 114 件 △48 件  70.4% ↑ ※ 

2    化学療法件数 2,118 件 2,769 件 2,037 件 533 件 1,900 件 475 件 579 件 104 件  121.9% ↑☆ ※ 

3    放射線治療件数 110 件 101 件 112 件 32 件 120 件 30 件 22 件 △8件  73.3% ↑ ※ 

4    脳外科手術件数 251 件 275 件 289 件 78 件 333 件 83 件 29 件 △54 件  34.9% ↑ ※ 

5    ＰＣＩ実施件数 184 件 151 件 144 件 36 件 213 件 53 件 22 件 △31 件  41.5% ↑ ※ 

   ⑵ ４事業に対する医療の確保             

6    救急搬送受入件数 4,097 件 3,915 件 3,481 件 863 件 4,100 件 1,025 件 487 件 △538 件  47.5% ↑ ※ 

7    救急搬送入院患者数 1,457 件 1,413 人 1,358 件 347 人 1,450 人 362 人 249 人 △113 人  68.8% ↑ ※ 

8    救急ストップ時間 317 時間 436 時間 63 時間 12 時間 0 時間 0 時間 1 時間 1 時間  － －  

9    救急搬送比率 25.2% 24.3% 21.4% 21.7% 27.5% 27.5% 15.1% △12.4Ｐ  54.8% ↑  

10    救急入院患者数 2,886 人 2,778 人 2,551 人 686 人 3,070 人 767 人 475 人 △292 人  61.9% ↑ ※ 

11    小児科入院患者数 3,216 人 2,748 人 2,383 人 633 人 2,647 人 661 人 153 人 △508 人  23.1% ↑ ※ 

12    小児科救急受入件数 2,304 件 2,048 件 1,919 件 508 件 2,400 件 600 件 135 件 △465 件  22.5% ↑ ※ 

   ⑶ 感染症への対応             

   ⑷ 予防医療の提供             

13    人間ドック受診者数 3,452 人 3,442 人 3,303 人 679 人 3,300 人 825 人 0 人 △825 人  0% ↑ ※ 

  ２ 地域の病院、診療所等との機能分化及び連携強化             

   ⑴ 地域医療支援病院としての役割             

14    紹介率 54.0% 65.2% 71.5% 69.4% 60.0% 60.0% 63.7% 3.7Ｐ  106.1% ↑☆  

15    逆紹介率 86.2% 94.4% 104.9% 101.8% 80.0% 80.0% 99.5% 19.5Ｐ  124.3% ↑☆  

16    地域医療機関訪問回数 316 回 329 回 327 回 53 回 250 回 62 回 6 回 △56 回  9.7% ↑ ※ 

   ⑵ 地域での病院機能とその役割    定性         

   ⑶ 在宅医療・介護との連携強化    定性         

   ⑷ 関係機関との連携強化    定性         

  ３ 市民・患者への医療サービス             

   ⑴ 市民・患者の求める医療サービスの提供    定性         

   ⑵ 職員の接遇の質の向上    定性         

  ４ 医療の質の向上             

   ⑴ 医療の安全の徹底    定性         

   ⑵ 診療データ分析による医療の質と効率性の標準化    定性         

   ⑶ セカンドオピニオンの推進    定性         

   ⑷ 市民への医療の質に関する情報発信    定性         

 



 第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するため

とるべき措置 

            

  １ 経営の効率化             

  ２ 管理体制の強化             

   ⑴ 経営体制の強化    定性         

   ⑵ 内部統制の強化    定性         

   ⑶ コンプライアンスの徹底    定性         

  ３ 優れた人材の確保と意識改革             

   ⑴ 法人職員の確保    定性         

   ⑵ 職員の意識改革とモチベーションの向上    定性         

   ⑶ 研修体制の強化    定性         

 第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

            

  １ 単年度資金収支ゼロ以上並びに経常収支比率及び医業収支

比率１００パーセント以上を達成するために講じる施策 

            

17    医業収支比率 ※1 93.6% 99.9% 97.1% － 100％以上 － － －  － ↑ 半期ごと確認指標 

18    経常収支比率 ※2 90.0% 102.7% 100.4% － 100％以上 － － －  － ↑ 半期ごと確認指標 

   ⑴ 収入及び収益の向上策             

19    入院診療単価 57,954 円 59,053 円 58,001 円 57,784 円 58,500 円 58,500 円 56,495 円 △2,005 円  96.6% ↑  

20    外来診療単価 13,997 円 15,294 円 15,312 円 14,988 円 12,000 円 12,000 円 16,469 円 4,469 円  137.2% ↑☆  

21    手術件数 3,888 件 3,635 件 3,674 件 971 件 4,570 件 1,142 件 484 件 △658 件  42.4% ↑ ※ 

22    病床稼働率 88.4% 87.9% 85.0% 86.7% 82.0% 82.0% 64.9% △17.1Ｐ  79.1% ↑  

23    入院患者数 126,868 人 126,084 人 120,478 人 31,011 人 133,225 人 33,306 人 23,084 人 △10,222 人  69.3% ↑ ※ 

24    外来患者数 218,401 人 210,287 人 198,409 人 51,627 人 228,420 人 57,105 人 37,473 人 △19,632 人  65.6% ↑ ※ 

25    平均在院日数 12.6 日 12.6 日 13.1 日 12.7 日 11.0 日 11.0 日 15.2 日 4.2 日  72.4% ↑  

26    ＤＰＣⅡ期間以内患者割合 64.5% 58.7% 57.9% 59.9% 70.0% 70.0% 52.2% △17.8P  74.6% ↑  

27    新入院患者数 9,879 人 9,293 人 8,533 人 2,240 人 10,952 人 2,738 人 1,413 人 △1,325 人  51.6% ↑ ※ 

28    ＩＣＵ稼働率 114.6% 114.4% 107.7% 109.5% 100%以上 100.0% 83.5% △16.5Ｐ  83.5% ↑  

   ⑵ 支出及び費用の削減策             

29    人件費比率（職員給与費比率）※3 57.7% 54.7% 57.7% － 55.0%以下 － － －  － ↓ 半期ごと確認指標 

30    材料費比率 ※4 22.9% 23.0% 22.9% － 20.0% － － －  － ↓ 半期ごと確認指標 

31    後発医薬品指数 89.3% 91.6% 94.0% － 80%以上 － － －  － ↑ 半期ごと確認指標 

32    委託費比率 ※5 11.0% 11.7% 12.1% － 11.0% － － －  － ↓ 半期ごと確認指標 

  ２ 運営費負担金    定性         

  ３ 計画期間内の収支見通し    定性         

 第５ その他業務運営に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

            

   ⑴ 大津市民病院付属看護専門学校の在り方について    定性        平成３０年度以降 

新規学生募集停止 

   ⑵ 介護老人保健施設ケアセンターおおつの在り方につい

て 

   定性        平成２９年度末事業

廃止 

 ※1 算出根拠 医業収益／医業費用               ※4 算出根拠 材料費／医業収益 

※2 算出根拠（営業収益+営業外収益）／（営業費用+営業外費用） ※5 算出根拠 医業費用及び一般管理費の委託費／医業収益 

※3 算出根拠 医業費用の給与費（退職給付費用除く）／医業収益 

 

 



２ 事業年度における四半期ごとの財務情報等に関する自己分析・確認結果まとめ 

 （１）年度計画で掲げる収支計画のうち次に掲げる区分の金額と進捗状況（金額は百万円、達成状況は「○」が達成、「×」が未達成。「↑」又は「↓」は達成の方向） 

№ 主な項目 
R01年度 

実績※1 

R02年度 

計画目標

（Ａ） 

第1四半期 

（4-6月期） 

目標（Ｂ） 

第1四半期 

（4-6月期） 

実績（Ｃ） 

達成状況 

（Ｃ/Ｂ） 

損益（Ｃ-Ｂ） 

R01年度 

（4-6月期）

実績 

/ 四半期 

（4-○月期） 

目標（Ｄ） 

/ 四半期 

（4-○月期） 

実績（Ｅ） 

達成状況 

（Ｅ/Ｄ） 

年度実績 

見込み 

[Ｆ] 

達成見込み 

状況 

[Ｆ/Ａ] 

備考 

1 医業収益のうち入院収益 6,926 7,794 1,910 1,244 ↑×  65.1％ 1,689 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

2 医業収益のうち外来収益 3,051 2,741 663 612 ↑×  92.3％ 775 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

3 医業収益のうちNo.1,2以外 398 405 101 37 ↑×  36.6％ 89 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

4 医業費用のうち給与費 6,209 6,138 1,535 1,546 ↓× 100.7％ 1,579 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

5 医業費用のうち材料費 2,373 2,103 526 498 ↓○  94.7％ 616 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

6 医業費用のうち経費（光熱水費） 224 254 64 48 ↓○  75.6％ 55 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

7 医業費用のうち経費（修繕費） 37 38 10 5 ↓○  52.6％ 4 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

8 医業費用のうち経費（委託料） 777 835 183 160 ↓○  87.5％ 160 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

9 医業費用のうち経費（No.6～8以外） 280 127 31 96 ↓× 308.3％ 77 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

10 医業費用のうち減価償却費 773 590 148 162 ↓× 109.5％ 191 － － ↓ 000.0％ － ↓ 000.0％  

              

11 医業収益※2 10,375 10,940 2,674 1,893 ↑×  70.8％ 2,553 － －  000.0％ －  000.0％  

12 医業費用※3 10,691 10,109 2,502 2,518 ↓× 100.6％ 2,687 － －  000.0％ －  000.0％  

13 医業損益（№12-№11） △316 831 172 △625 ↑×  △797 △134 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

14 営業損益（負担金含む） 421 1,654 586 △438 ↑× △1,024 98 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

15 営業損益（負担金除く） △1,087 128 39 △791 ↑×  △830 △308 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

16 経常損益（負担金含む） 54 1,914 487 △328 ↑×  △815 1 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

17 経常損益（負担金除く） △1,571 △379 △86 △893 ↑×  △807 △434 － － ↑ 000.0％ － ↑ 000.0％  

〈法人の自己分析〉 

第１四半期、収益では入院、外来、その他のすべての項目において目標未達となり、費用では医業費用の材料費、経費において目標達

成している。新型コロナウイルス感染症対応に伴う救急機能や病床の縮小と手術延期、受診控えによる患者数減少による収益は前年同期

比７４.２％となっており、同感染症以外の影響を補正しても２０％以上の収益減少を受けている。 

同感染症対応とともに、発熱外来の設置やハイケアユニット入院医療管理料１をはじめとした、臨時的取り扱いも含めた収入の確保を

図り約２１百万円を増収、外来についても呼吸器内科や内科で診療単価が増え増収（呼吸器内科:約１６百万円、内科:約３百万円）し、

感染症が小康状態となった５月下旬より診療体制の緩和や６月からの健診センターの再開を行ったが、病院全体としての収益は目標比７

０.８％と達成は厳しい状況であった。 

また、経営面での同感染症の影響を軽減するため、効率的な病床運用を行うための入退院センターの強化準備と感染症外来の設置検討

を行った。 

〈市の確認結果〉 

■年度計画に掲げる目標指標全ての項目で目標未達となった。 

■医業費用は前年同期比に比べて７％程度減少したが、医業収益は前年同

期比で２５％程度減少しており、収益の減少に比べ、費用の抑制は限定的

であった。 

■経常損益（負担金含む）が、対前年、対計画比で乖離していることから

も、厳しい経営状況下にあり、今後はコロナ禍であってもできる取組を早

期に検討、実施して少しでも収支バランスをとるよう努めること。 

※1病院事業のみ  

※2 医業収益の内訳（入院収益+外来収益+その他） 

※3医業費用の内訳（給与費+材料費+経費+減価償却費+研究研修費） 



（２）事業年度における四半期ごとの財務情報のうち資金繰り等に関すること 

〈資金繰りの状況等〉 

令和２年度第１四半期末での現預金保有状況は１，４１５百万円で、うち短期借入

金無し（前年同期短期借入金１，６６４百万円）。短期借入金を除く実質の資金は、期

首から△４６７百万円、前年同期比で＋３，０３７百万円である。 

９月、３月の移行前地方債の償還時、１２月の賞与支払い時に大津市から運営費負

担金が入金（９月・１２月５６６百万円、３月５６５百万円）されるが、新型コロナ

ウイルスの影響により資金繰りは厳しく、年度末資金残高３３９百万円（期首から 

△１，５４３百万円）となる見込みである。 

 

                                                                           

令和２年度資金増減見込み（第１四半期末現在） （単位：百万円） 

中期計画： ＋１，７２８ → △１，５４３ （△３，２７１） 

※主な要因     

 計画  見込 差異  

入院収益 ７，７９４ → ５，５６５ （△２，２２９）  

（入院収益(Ｒ１) ７，０９８ → ５，５６５ （△１，５３３） ） 

外来収益 ２，７４１ → ２，４６８ （△２７３）  

（外来収益(Ｒ１) ３，０８５ → ２，４６８ （△６１７） ） 

臨時利益 １０６  →  ０ （△１０６）  

      

人件費 ６，４７５ → ６，７０６  （＋２３１）  

経費その他 １，９９３ → ２，２３１ （＋２３８）  

固定資産購入   ０ → １４０ （＋１４０）  

（長期借入分除く）      

〈法人の自己分析〉 

令和２年度第１四半期末での現預金保有状況は、資金収支で計画

の想定より８００百万円減少している。その主な要因は医業収益が

７８０百万円減少したからである。 

今後も新型コロナウイルスによる影響が続くことを想定すると

資金が期首から１，５４３百万円減少し、年度末資金残高３３９百

万円となることが見込まれる。資金繰り改善のため、国等からの交

付金等を最大限活用しつつ、感染症対応による収益減を最小限に抑

えるための設備、組織体制を整備していく。 

 

 

〈市の確認結果〉 

■医業収益、特に入院収益が減少する中、今後の資金需

要を的確に捉え、現預金の確保に努めること。 

 

 

（３）事業年度における四半期ごとのその他の情報のうち職員体制等に関すること 

〈職員体制等〉 

令和２年度第１四半期の職員体制は８１６人（退職１１人、採用者１０人）、年度当

初比△１人、前年度比（看護学校含む法人全体）△１２人、前年度比（病院）△１人

である。 

 

〈法人の自己分析〉 

看護師の業務分担の適正化のため臨床工学技士の配置に努めた。 

今後、診療報酬制度も見極め、法人として最適な職員体制の確保

のため、途中採用を含め、引き続き職員体制の適正管理に努める。 

 

〈市の確認結果〉 

■適材適所の人員配置はもちろんのこと、厳しい医療提

供下であることから、働きがいのある職場となるよう年

度を通して体制の見直し等に努めること。 

 

 

（４）その他、法人経営において特筆すべきこと 

〈事業実績等〉 

○理事会 

 第１四半期で２回開催（第１回：４月２４日、第２回：６月１２日） 

  主な議題：令和元年度決算報告、中期目標期間見込評価等 

 

○監事監査 

 ６月１９日に監事監査を実施、年度中に期中監査を行い業務遂行上のリスク確認を

行う予定をしている。 

 

 

 

〈法人の自己分析〉 

○理事会 

 新型コロナウイルス感染症に対応して、メール会議での開催や

リモートでの会議参加を行い、感染対策を徹底した。 

 資料を可能な限り事前に送付することで、当日の審議でより効

率的な審議を行えるよう努めた。 

○監事監査 

 今年度中に期中監査を行い、業務上のリスク確認を行う予定で

ある。 

○その他 

 感染症指定医療機関として行政と連携し、新型コロナウイルス

感染者を受け入れ治療にあたった。 

 

〈市の確認結果〉 

■今後も、経営改善にかかる重要案件について十分な審

議を尽くし、経営改善に努めること。 

■新型コロナウイルス感染症患者の発生状況に注視し、

滋賀県や本市と連携し、適切な対応を行うこと。 



 


